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【園長の自己評価について】 

 本評価は、Ａ（十分に達成されている）,Ｂ（達成されている）,Ｃ（取り組まれているが、成果が十分

でない）,Ｄ（取り組みが不十分である）の４択であった。全評価５４項目中、Ａが４６項目、Ｂが８項

目であり、ＣとＤが０項目でした。このことは、基準が達成されているということなので、特に意見は

ないです。 

この評価が維持またはＢの項目がＡに移行できるように、無理のないような形で実現されることを期

待しています。 

 

【教職員の自己評価について】 

 本評価は、Ａ（おおむね良い）,Ｂ（ふつう）,Ｃ（あまりできていないので、一部検討を要する）、空

（不明）の４択でした。全評価８７項目中、Ａの最多項目が６５項目、Ｂの最多項目が２２項目であり、

Ｃと空が最多項目となることはありませんでした。職員の評価に関して、「保育の計画性」「保育の在り

方、幼児への対応」「保育者としての資質」「保護者への対応」は、Ａが多くＢがそれに次ぐという結果

であり、一方で「地域の自然や社会とのかかわり」「研修と研究」では、Ｂが多くＡがそれに次ぐという

結果でした。そして、このことを詳細に見ていくと、Ｃまた空の回答した数は、１割から２割程度増え

る傾向にありました。このことは、例年と同様の傾向であり、「地域の自然や社会とのかかわり」と「研

修と研究」に関して、Ｂの回答数を超えることが依然として厳しい状況にあることが伺えます。教職員

の研修機会の向上と内容の充実等が促されるようにしていく必要があると思いました。 

 

【保護者のアンケート結果について】 

 今後の検討課題と保護者に理解を求める点が、明確でとてもわかりやすいと感じました。具体的には、

保護者の方々の疑問等について、それに対応するために幼稚園としての理由を明確に述べており、謙虚

に願いを伝えるという方法は、第三者が読んでも安心できます。これは、聖十字幼稚園の良き文化であ

ると思います。これからもこのように誠実かつ謙虚にそしてぶれない対応が多くの地域における支持者

を得ることにつながっていくと思われます。 

 

【本園の自己評価について、上記記述以外のご意見、ご感想がありましたらご記述下さい】 

どの子も大切にされる保育をめざして、本年の園長先生はじめ、教職員が保育の力量を向上させるべ

く日々努力されています。時々園に入ってかかわっている者として、このような彼らの姿を認めざるを

得ません。その熱心さと態度には敬服しております。来年度も今年度以上に、どの子も大切にされなが

ら、日々の保育が展開されることでしょう。 

 


